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平成18年度各種募金実績表
皆様に大変ご協力いただきました募金、すべてが終わりましたのでお知ら

ｹいたします。1年間大変に有り難うございました。
町内別 日赤 賛助会費 赤い羽根 年末助け合い 合計

柳町 103，000 114，300 108，600 109，100 435，000

西仲町 82，500 77，800 78，500 80，900 319，700

二葉会 67，700 65，800 66，623 66，300 266，423

二十四軒町 55，190 68，000 50，990 53，400 227，580

三区 57，200 57，400 50，750 50，900 216，250

四区 37，800 63，600 36，600 36，200 174，200

五区 86，500 89，950 84，950 85，450 346，850

豊原町 118，600 109，500 118，480 115，569 462，149

富士見町 90，900 82，200 85，500 88，800 347，400

諏訪町 228，500 225，710 208，970 229，720 892，900

中里 90，000 171，500 90，000 90，000 441，500

富士見平 28，200 27，700 28，000 27，600 111，500

上平塚 65，800 84，300 76，005 72，902 299，007

桜ケ丘 83，110 90，800 84，150 82，450 340，5土0

合計　　　　　1，195，000　1，328，560 1，168，118　　　　　　　　1，189，291　　4，880，969

馨
民
生
・
児
童
委
員
か
ら

　
い
じ
め
、
子
供
虐
待
の
問
題
や
、

ニ
ュ
ー
ス
は
毎
日
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
昨
今
。
い
じ
め
ら
れ

て
い
る
子
も
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
子
も
周
囲
の
大
人
が
注
意
す
れ

ば
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
が
あ
る
は

ず
な
の
に
、
気
付
か
れ
ず
、
又
、

深
入
り
で
き
ず
、
手
遅
れ
に
な
っ

て
し
ま
う
。
小
、
中
、
高
校
生
（
保

護
者
も
可
）
の
場
合
、
身
近
な
人

に
相
談
で
き
な
い
。
言
っ
て
も
問

題
が
進
展
し
な
い
。
そ
ん
な
場
合

は
、
勇
気
を
出
し
て
電
話
相
談
を

受
け
て
み
る
の
も
一
つ
の
選
択
、

名
前
も
顔
も
相
手
に
知
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
塚
市
で
は
青
少
年
相
談
室

三
四
－
七
三
一
一
や
、
ヤ
ン
グ
テ

レ
ホ
ン
三
三
一
七
六
七
八
な
ど
が

あ
る
こ
と
は
ご
承
知
か
と
思
い
ま

す
。　
い
じ
め
、
虐
待
を
は
じ
め
子
育

て
の
悩
み
や
、
母
子
保
健
等
に
関

す
る
問
題
な
ど
、
民
生
児
童
委
員

に
声
を
か
け
て
下
さ
れ
ば
、
相
談

　
に
乗
っ
た
り
、
関
係
機
関
、
支
援

　
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
等
、
お
手
伝
い

　
い
た
し
ま
す
。

　
　
あ
り
が
ヒ
う
一
日
聖
募
金

　
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
の
1
円

玉
募
金
は
3
6
1
号
で
報
告
し
た

後
、
十
二
月
十
日
迄
の
分
報
告
い

た
し
ま
す
。

豊
原
婦
人
部
様

久
保
田
和
夫
様

殉
珂
ウ
オ
ッ
チ
様
一

工
四
軒
町
匿
名
様

式工殉遠軽
井宮μ1蘇下

弓
著
様

鉄
男
様

孝
一
様

正
子
様

三
蔵
様

桜
井
尋
み
郎
様

鈴
ホ
　
ソ
ノ
様

田
中
　
考
明
様

石
岡
　
広
ぞ
様

須
藤
象
太
郎
様

　
　
合
　
計

◎

二
、
四
五
〇
円

三
、
〇
四
〇
円

一
、
二
五
あ
円

　
七
〇
〇
円

二
、
（
九
五
円

　
七
七
七
円

一
、
五
〇
〇
円

三
、
0
八
七
円

一
、
七
二
〇
円

”
、
三
プ
ム
八
円

一
、
0
0
0
円

　
あ
五
五
円

　
五
五
一
円

二
、
八
〇
九
円

　
　
　
　
三
三
、
五
七
八
円

妾
信
登
志
書
様
よ
り
　
白
布

　
今
後
も
、

た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
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年
頭
に
あ
氏

っ
て

会
長
　
宮
代
　
明
信

　
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
平
素
は
、
富
士
見
地
区
社
協
の

諸
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
大
変
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
丁
亥
」
（
ヒ
ノ

ト
イ
）
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
の

方
が
還
暦
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
・
団
塊
の
世
代
・
等
、

色
々
と
言
わ
れ
た
世
代
も
定
年
を

迎
え
ら
れ
る
訳
で
す
。
厚
生
年
金

の
支
給
が
六
十
五
歳
に
な
り
企
業

で
は
定
年
の
延
長
を
言
わ
れ
る
所

も
あ
る
様
で
す
が
、
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。
多
く
の
方
が
定
年

を
迎
え
ら
れ
た
ら
地
域
の
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
け
る
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
塚
市
で
は
、
昨
年
十
月
よ
り

「
平
塚
市
さ
わ
や
か
で
清
潔
な
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
色
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
、
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
に
つ

い
て
。

　
朝
、
家
の
前
の
道
を
掃
除
す
る

と
必
ず
同
じ
銘
柄
の
タ
バ
コ
の
吸

殻
が
、
同
じ
位
の
長
さ
で
落
ち
て

い
る
、
家
を
出
る
時
に
火
を
付
け

禁
止
区
域
に
入
る
ま
え
に
我
が
家

の
前
が
丁
度
タ
バ
コ
の
捨
て
場
所

に
な
っ
て
い
る
様
で
す
。
駅
近
く

に
な
る
と
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
に

な
る
の
で
、
そ
の
前
に
捨
て
る
の

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま

で
個
人
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
る
以
外

に
は
無
い
と
思
う
が
、
こ
の
様
な

条
例
な
ど
不
要
な
富
士
見
地
区
に

し
て
行
き
た
い
で
す
ね
。

　
年
頭
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
支
援

、
こ
協
力
に
感
謝
し
、
健
康
で
幸
せ

な
年
に
成
り
ま
す
事
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
口

購
黄
、
蛮

周
智
　
　
　
　
、

艦

鍛
壌
騒
鋼
密

　
　
署
マ

　
福
祉
な
ん
で
も
相
談

一
月
十
五
目
　
　
　
（
第
3
月
曜
日
）

二
月
十
九
目
　
　
（
第
3
月
曜
日
）

会
場
　
富
士
見
公
民
館

十
三
時
～
十
五
時
三
十
分

十
三
時
～
十
五
時
三
十
分

a
の
“
り
ム
熔

（
独
り
暮
ら
し
の
老
人
給
食
会
）

☆
　
一
月
十
七
日
（
第
三
水
曜
日
）

亡
国
荘
に
て
新
年
会

　
　
十
時
三
十
分
公
民
館
出
発

☆

二
月
七
日
（
第
一
水
曜
日
）

　
　
十
一
時
三
十
分
よ
り

会
　
場
　
富
士
見
公
民
館
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歴
史
を
諾
す
る

　
　
　
公
民
館
長
　
宮
川
　
重
信

　
最
近
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、

人
と
人
と
の
関
わ
り
が
な
く
な
っ

た
と
し
き
り
に
い
わ
れ
て
い
る
。

確
か
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
い

う
と
、
ま
わ
り
の
人
間
関
係
も
さ

る
こ
と
、
も
っ
と
遠
い
先
人
に
も

思
い
を
は
せ
、
歴
史
的
な
つ
な
が

り
の
中
で
自
分
を
と
ら
え
る
の
も

必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
と
ら

え
か
た
は
、
同
時
に
未
来
の
子
孫

を
思
い
描
く
こ
と
に
な
る
。

　
い
ま
、
先
人
た
ち
の
生
涯
を
知

り
、
歴
史
に
学
ぼ
う
と
す
る
風
潮

が
高
い
。
有
名
無
名
の
過
去
の

人
々
に
光
を
あ
て
る
、
そ
こ
か
ら

先
人
が
も
っ
て
い
た
す
ば
ら
し
い

日
本
人
の
精
神
性
を
知
る
の
が
大

切
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
私
が
好
ん
で
歴
史
を
旅
す
る
の

は
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
は
勿
論
、

旅
で
出
会
う
、
た
と
え
路
傍
の
小

さ
な
古
碑
か
ら
も
、
心
が
し
め
つ

け
ら
れ
る
ほ
ど
懐
か
し
く
、
感
情

を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
こ
れ
を
多
く
の

人
と
共
有
で
き
た
ら
幸
せ
だ
と
思

う
か
ら
で
あ
る
。

　
個
人
主
義
、
い
や
孤
人
主
義
か

ら
の
脱
却
の
意
味
か
ら
も
、
人
そ

し
て
も
の
と
さ
ま
ざ
ま
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

新
た
を
歩
み
を

　
　
　
富
士
見
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　
会
長
　
金
田
　
和
子

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
民
生
・
児
童
委
員
の
活
動

に
対
し
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
本
年
度
は
民
生
委
員
制
度

創
設
九
〇
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ

を
記
念
し
全
国
一
斉
活
動
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
設
定
「
災
害
時
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
通
し
て
地
域
住
民
や
関
係

機
関
、
団
体
等
と
協
働
し
取
り
組

み
を
進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
本
年
十
一
月
は
民
生
・

児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
の
活
動
も
時
代
と
共

に
変
化
し
て
き
て
お
り
、
民
生
・

児
童
委
員
自
ら
が
社
会
や
経
済
の

情
勢
、
ま
た
住
民
の
生
活
の
変
化

等
を
適
切
に
と
ら
え
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
常
に
生
活
者
の
視
点
で

住
民
の
生
活
を
支
援
し
て
い
る
姿

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
改
選
時
に
は
特
に
自
治
会
長
さ

ん
に
ご
足
労
を
お
か
け
し
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
住
民
の
皆
様
に
と

っ
て
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

念
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

　
　
　
町
連
会
長
　
片
倉
　
常
夫

　
富
士
見
地
区
の
皆
様
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
皆
様
が

健
康
で
元
気
に
こ
の
一
年
を
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
富
士
見
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
、
昨
年
宮
代
会
長
を

中
心
に
新
体
制
が
発
足
し
、
運
営

等
で
も
種
々
改
革
が
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
私
ど
も
富
士
見
地

区
町
内
会
連
合
会
と
し
て
も
同
様

で
す
。
今
後
と
も
相
互
に
連
携
を

と
り
つ
つ
新
時
代
に
相
応
し
い
運

営
を
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
も
地
方
も
大
変
に
厳

し
い
行
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
今
日
、
皆
様
の
家
庭
生

活
も
大
変
で
し
ょ
う
が
、
年
四
回
揺

の
社
協
へ
の
募
金
活
動
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
輝
か
し
い
伝
統
と
実
績
を
も
つ

富
士
見
地
区
社
協
の
発
展
を
祈
念
．

し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
報
告

十
二
月
三
日
（
日
）
社
協
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
実
施
さ
れ
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

売
上
金
、
寄
付
金
合
計

　
　
　
二
十
二
万
八
一
二
〇
円

　
こ
の
お
金
は
地
区
社
協
の
活
動

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
物
品
お
よ
び
現
金
寄
付

者
の
お
名
前
を
記
載
い
た
し
ま
す

な
お
、
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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◎
物
・
嬰
得
著
名

　
《
中
里
町
内
△
琶

田
畑
包
子
、
柳
田
好
子
、
加
藤
紀
枝
、
土

持
博
人
、
猪
俣
清
責
松
田
ヒ
サ
、
佐
藤

淑
子
、
中
村
美
代
、
平
塚
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
女
性
会
、
片
山
美
智
子
、
千
葉
ミ
ヤ
子
、

大
川
寅
太
郎
、
月
本
光
男
、
日
置
ま
さ
、

小
宮
さ
だ
子
、
荒
井
ト
シ
、
浅
野
京
子
、

森
陽
子
、
松
田
ミ
チ
、
松
平
忠
士
璽
辻
ヒ

デ
子
、
桑
名
幸
子
、
山
本
豊
子
、
高
橋
綾

子
、
東
弘
、
青
木
弘
、
柳
下
緯
木
村
浩

子
、
小
倉
弘
、
峰
寿
子
、
市
村
小
夜
子
、

岡
本
民
子

　
《
富
士
見
町
町
内
△
奪

小
澤
紀
美
子
、
吉
野
啓
子
、
渡
辺
ト
ヨ
子
、

鈴
木
芳
子
、
岩
井
久
子

　
《
三
区
町
内
△
葦

井
無
田
弘
子
、
尾
崎
洋
子
、
近
藤
麗
子
、

石
原
和
子
、
吉
田
文
代
、
早
川
美
代
子
、

福
田
玲
子
、
三
区
町
内
会

　
《
二
十
四
軒
町
自
治
ム
§

金
子
恵
子
、
原
曇
子
、
原
田
直
則
高
橋

光
子
、
灘
波
京
子
、
真
壁
一
治
、
澤
田
峯

子
、
菊
地
原
豊
美
子
、
久
保
田
養
収
、
飯

　
　
弘
、
仲
野
政
士
R
鈴
木
能
久
、
岩
沢

　
　
達
夫
、
橋
本
久
子
、
小
林
喜
代
、

下
村
範
子
、
守
屋
和
子
、
大
町
達
宏
、
白

砂
ま
さ
子

　
《
二
葉
会
町
内
ム
§

比
企
野
強
一
、
井
口
、
瀬
戸
公
冶
、
神
守

靖
史
、
青
木
千
恵
子
、
鈴
木
博
信
、
二
宮

正
子
、
平
田
喜
代
子
、
若
林
尚
子
、
浅
井

サ
ク
、
山
田
宇
昭
、
武
井
三
枝
、
亀
井
保

男
、
大
倉
昌
幸
、
高
橋
富
士
子
、
久
保
信

三
郎
、
久
保
善
三
、
小
泉
之
男
、
出
縄
ヤ

ス
子
、
桜
井
祥
二
郎
、
鈴
木
正
芳
、
横
溝

義
美
加
藤
勝
造
横
田
美
千
代
、
池
谷

敏
昭
、
石
井
康
利
、
細
川
孝
一
、
田
那
辺

功
、
久
保
永
子

　
《
五
区
町
内
△
§

臼
井
忠
男
、
岡
本
惣
太
郎
、
沼
野
井
八
重

子
、
笹
尾
洋
子
、
齊
藤
順
子
、
田
中
リ
ウ

子
、
杉
山
富
美
子
、
守
屋
淳
、
西
塚
ひ
で

の
、
平
田
照
子
、
関
山
實
、
佐
藤
昇
一
、

榎
原
長
太
郎
、
脇
り
つ
子
、
鈴
奎
子
、

松
原
以
登
子
、
二
宮
キ
ミ
、
池
田
喜
義
、

鈴
木
実
、
島
村
英
子
、
中
戸
川
哲
松
田

マ
リ
ア
、
石
井
一
男
、
吉
川
フ
ク
、
関
澄

子
、
黒
石
栄
子
、
上
野
昌
良
へ
五
区
町
内

会
原
田
孝
治

　
《
四
区
町
内
ム
彰

笹
尾
正
雄
、
今
井
敏
夫
、
柳
田
雅
美
・
平

雪
上
見
地
こ
私
偽

欽
　
壇

上
野
書
芸
テ

去
年
よ
り
は
＆
き
こ
と
あ
れ
と
願
ひ
つ
つ

新
し
き
年
の
富
士
に
享
む
か
ふ

田
道
春
、
塩
田
昌
則
、
谷
田
宮
子
、
千
原

紀
代
子
、
山
田
カ
ヨ
子
、
大
庭
茂
美
、
山

本
博
行
、
荒
井
満
洲
子
、
柳
川
淑
子
、
柴

田
良
子
、
根
塚
ト
ミ
エ
、
伊
藤
由
貴
子
、

細
野
久
枝
、
久
保
田
和
夫
、
紅
谷
芳
三
、

杉
崎
の
り
子
、
新
倉
和
子
、
原
田
照
子
、

小
澤
行
夫
、

　
《
上
平
塚
町
内
ム
葺

A
ユ
拡
央
雄
、
今
井
正
美
、
飯
島
実
矢
子
、

匿
名
二
名
、
賀
川
千
代
吉
、
高
橋
幹
雄
、

ア
ス
リ
ー
ト
、
真
壁
富
久
治
、
渡
辺
達
比

古
、
下
川

　
《
豊
原
町
町
内
ム
奪

横
溝
洋
子
、
庄
司
昭
子
、
太
田
謙
吾
永

田
悦
子
、
笹
尾
久
子
、
野
坂
は
つ
子
、
常

葉
孝
子
、
川
羽
田
ヨ
シ
江
、
柏
木
昭
子
、

今
井
ト
シ
子
、
川
島
美
枝
、
三
宅
雅
子
、

石
原
隆
次
郎
、
内
海
良
子
、
永
井
須
美
子
、

　
《
柳
町
町
内
ム
琶

川
口
恵
子
、
原
田
ソ
ノ
子
、
清
水
洪
一
、

府
川
紀
代
子
、
梅
津
千
枝
子
、
臼
井
和
子
、

猪
股
光
子
、
上
野
初
江
、
横
溝
一
枝
、
帯

川
良
子
、
藤
川
公
子
、
佐
藤
博
子
、
勝
俣

謙
蔵
、
平
田
久
良
、
沼
田
輝
子
、
府
川
ト

シ
子
、
犀
川
千
恵
子
、
清
田
キ
ヨ

　
《
西
仲
町
町
内
△
琶

宮
川
勝
二
、
木
本
亮
一
、
石
田
時
昭
、
宮

代
明
信
、
露
木
吉
子
、
松
田
茂
子
、
加
藤

勉
、
高
橋
和
枝
、
加
藤
正
之
、
石
黒
紘
雄
、

成
瀬
秀
司
林
勝
善
鈴
木
英
一
、
白
砂

ト
ミ
、
清
田
勝
雄
、
新
井
和
枝
、

　
《
桜
ヶ
丘
自
治
ム
奪

芦
川
一
恵
、
礒
崎
セ
キ
子
、
塚
本
勇
作
、

山
上
圭
介
、
出
縄
あ
さ
子
、
黒
石
裕
子
、

岩
田
昌
子
、
伊
藤
啓
子
、
稲
毛
、
林
良
一

郎
、
斉
藤
進
、
桃
坂
滋
子
、
北
村
孝
、
白

井
美
都
子
、
星
野
節
子
、
松
下
弓
子
、
増

子
直
美
、
本
多
文
枝
、
横
山
保
子
、
堀
内

嚢
子
、
穽
緕
杉
響
子

　
《
諏
訪
町
町
内
ム
葦

片
倉
愚
異
、
村
澤
京
治
、
赤
田
孝
子
、
吉

野
豊
子
、
山
田
雅
子
、
宮
澤
冥
小
松
良

子
、
小
瀬
村
恵
美
子
、
内
海
稔
、
加
藤
礼

子
、
清
水
実
、
高
橋
克
己
、
宮
澤
章
、
宮

澤
雪
江
、
小
川
文
男
、
吉
田
康
也
、
片
山

英
之
・
臼
井
千
代
子
、
斉
藤
キ
ク
、
岡
本

弘
子
、
笹
井
芳
子
、
山
田
信
子
、
府
川
三

郎
、
横
山
笑
子
、
武
山
き
よ
子
、
田
代
和

子
、
杉
山
清
美
、
樋
渡
フ
ミ
子
、
松
井
久

男
、
浅
野
君
子
、
長
嶋
当
轟
小
金
弘
、

下
沢
美
知
子
、
馬
場
信
美
、
関
野
ひ
さ
子

山
本
、
杉
本
和
彦
、
松
尾
明
延
、
小
田
嘉

子
、
小
島
昭
二
、
佐
藤
文
男
、
田
儀
豊
美

竹
内
哲
郎

◎
現
金
寄
付
者

米
倉
歌
子
、
橋
本
権
市
、
二
宮
正
子
、
武

井
三
枝
、
久
保
信
三
郎
、
桜
井
祥
二
郎
、

池
谷
敏
昭
、
細
川
孝
一
、
鈴
木
信
子
、
今

井
知
江
、
青
木
節
子
、
山
上
圭
介
、
土
井

貞
伝
、
遠
藤
鉄
男
、
松
下
弓
子
、
小
林
宗

子
、
田
嚢
内
山
妙
子
、
岩
井
久
子

千
葉
ミ
ヤ
子
、
匿
名
、


